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国から交付
されるお金
15億8172万円
（53.1％）

人件費、
財産管理、
地域振興など
6億9592万円
（23.3％）

国などからの
借入金
 4億850万円
（13.7％）

村民皆さん
からの税金
2億4072万円（8.1％）

議会運営のため
5723万円
（1.9％）

消防費
1億5713万円
（5.3％）

予備費、
災害復旧費ほか
620万円
（0.2％）

ごみ処理、
村の衛生のため
2億9553万円
（9.9％）

農林水産業の
振興のため
2億9662万円
（10.0％）

商工業、
観光振興のため
7364万円
（2.5％）

道路、
住宅整備など
3億82万円
（10.1％）

借金の返済に
4億1508万円
（13.9％）

福祉のために　
4億8083万円
（16.1％）

学校教育、
生涯学習、
スポーツなど
2億200万円
（6.8％）

県からもらう
お金
9198万円
（3.1％）

繰入金
1億3998万円（4.7％）

前年度からの
繰越金
1000万円（0.3％）

各種交付金
1億992万円
（3.7％）

その他
1億4967万円（5.0％）

国から
もらうお金
 ２億4850万円
（8.3％）

歳　出

一 般 会 計

歳　入

29億 8100万円
（前年度比 0.4％増）

主な事業

ピックアップ

特別会計の予算  9 億2920 万円（前年度比 2.4％減）

国民健康保険

⬇4億1900万円
前年度比 3.3％減

国民健康保険診療施設

⬇2億2550万円
前年度比 1.1％減 

簡易水道

⬇9650万円
前年度比 19.3％減

休養施設事業 漁業集落排水事業 後期高齢者医療事業

一般会計予算は 29億円
⬇ ⬇

3220万円
前年度比 7％増⬆2390万円

前年度比 1.3％増

1億3210万円
前年度比12.4％増

えんぞー

村が２年度に実施
したい事業にどれほどの

経費をかけ、それをまかなう
財源をどのように調達

するかを表した
ものです

令
和
２
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算　

気
に
な
る
事
業
！

カーボン・マネジメント強化事業　１億円

育児祝金　325万円

その他、主な事業（新規・継続、事業規模問わず）

地域活動拠点集会施設整備事業　5,124万円

看護・介護・保育職養成奨学資金貸付金　355万円

　温暖化対策のため、社会体育館や
くろさき荘への冷房設備導入を進め
てきましたが、最後に役場庁舎と保
健センターに冷房設備を導入し、照
明のLED化を行うものです。

　各市町村で祝金の内容は異なり
ますが、本村ではなんと、第 1子
15万円、第2子 20万円、第3子以
降30万円が現金で支給されます！

・議会タブレット導入事業� 206 万円
・久慈広域連合負担金（消防・し尿処理など）� ４億 3,361 万円
・久慈広域道の駅整備負担金　� 81 万円
・村営バス運行業務委託料� 676 万円
・LED防犯灯・街路灯整備工事� 750 万円
・新規漁業者育成協議会補助金事業� 278 万円
・子ども・妊産婦に係る医療費助成事業� 739 万円
・いわてニューファーマー支援事業補助金� 75 万円
・橋梁長寿命化修繕事業（普代橋）� １億 720万円
・定住住宅建設工事� 1,663 万円

　地域振興と活性化を図るため、茂
市地区公民館の整備をするもので
す。有事の際の避難場所にもなり有
るため、日ごろからお住いの地域の
施設を確認しておきましょう。

　看護職員等の確保を図るために
貸し付けるものです。将来の選択
肢を広げるためにも、小中学生、
高校生の皆さんには知っていただ
きたい事業です。
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３月定例会で 決まった議案 

えんぞー

すっきぃ

　
村長が提案した案件に対して、議員個々が可否を表明

することが議会の重要な使命で、議会の意思決定が「議決」です。
議決事項は条例の制定や改廃、予算、重要な契約、財産の

取得、処分などが挙げられます。

議案番号等 議　　　案　　　等 審議結果

議案第１号 ２年度　一般会計予算

可　決
（全員賛成）

議案第２号 ２年度　国民健康保険特別会計予算

議案第３号 ２年度　国民健康保険診療施設特別会計予算

議案第４号 ２年度　簡易水道特別会計予算

議案第５号 ２年度　休養施設事業特別会計予算

議案第６号 ２年度　漁業集落排水事業特別会計予算

議案第７号 ２年度　後期高齢者医療事業特別会計予算

議案第８号 元年度　一般会計補正予算（第 10号）
　補正額 1973 万 8 千円を増額し、歳入歳出予算の総額を 38 億 4136 万 1 千円とした。

可　決
（全員賛成）

議案第９号 元年度　国民健康保険特別会計補正予算（第５号）
　補正額 696 万円 8 千円を増額し、歳入歳出予算の総額を 4 億 5096 万 9 千円とした。

議案第10号 元年度　国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第４号）
　補正額 280 万円を増額し、歳入歳出予算の総額を 2 億 3570 万円とした。

議案第11号 元年度　簡易水道特別会計補正予算（第７号）
　補正額 1634 万 3 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を 1 億 8002 万 2 千円とした。

議案第12号 元年度　休養施設事業特別会計補正予算（第４号）
　補正額 415 万 8 千円を増額し、歳入歳出予算の総額を 1 億 3195 万 8 千円とした。

議案第13号 元年度　漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
　補正額 53 万 1 千円を増額し、歳入歳出予算の総額を 2413 万 1 千円とした。

議案第14号 元年度　後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
　補正額 200 万 6 千円を増額し、歳入歳出予算の総額を 3131 万 5 千円とした。

議案第15号 会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整備に関する条例
　上記制度の導入に伴い、関係条例について所要の整備をするもの。

可　決
（全員賛成）

議案第16号
普代村監査委員条例の一部を改正する条例
　事務局設置根拠を規定し監査体制の強化を図るとともに、地方自治法の改正に伴い所要の改
正を行うもの。

議案第17号
普代村地域包括支援センターの直営化に伴う関係条例の整備に関する条例
　令和 2 年 4 月 1 日から上記センターを村の直営化とすることに伴い、関係条例について所要
の整備を行うもの。

議案第18号
道路占用料徴収条例の一部を改正する条例
　県において固定資産税評価額の評価替えを踏まえた道路占用料金額の一部改正をすること
から、本村においても県を準拠し、一部改正を行うもの。令和 2 年 4 月 1 日から施行。

議案第19号
法定外公共物管理条例の一部を改正する条例
　県において固定資産税評価額の評価替えを踏まえた使用料金額の一部改正をすることから、
本村においても県を準拠し、一部改正を行うもの。令和 2 年 4 月 1 日から施行。

議案第20号 普代村簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例
　令和元年 12 月 16 日に施行された改正水道法施工令と本条例との整合を行うもの。

議案番号等 議　　　案　　　等 審議結果

議案第21号
普代村立普代社会体育館及び普代村自然休養村管理センターに係る指定管理者の指定
　社会福祉法人普代村社会福祉協議会に管理を指定。期間は令和 2 年 4 月 1 日から令和 3 年 3
月 31 日まで。

可　決
（全員賛成）

議案第22号 普代村観光センターに係る指定管理者の指定
　株式会社青の国ふだいに管理を指定。期間は令和 2 年 4 月 1 日から令和 3 年 3 月 31 日まで。

議案第23号

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更
　鳥茂渡辺地では、茂市地区集会施設の老朽化や地域住民の高齢化に伴い、新たにバリアフリー
化に対応した施設整備を計画に追加するもの。

議案第24号 村道普代駅前１号線沢山橋橋梁補修工事の変更請負契約の締結に関し議決を求めること
　上記工事内容の変更に伴い、契約金額 731 万 3900 円増による請負契約の締結。

議案第25号 普代村副村長の選任につき同意を求めること
　普代村副村長の任期満了に伴い、竹花強志氏を新たに選任するもの。

同　意
（全員賛成）

議案第26号
財産の処分に関し議決を求めること
　伐採期を迎えた立木（アカマツ外推定本数 1 万 8980 本）を売却するもの。価額は 4070 万円、
相手方は岡野木材株式会社（久慈市）。

可　決
（全員賛成）

報告第１号 村道普代南浜線普代橋橋梁補修１号工事の変更請負契約に関する専決処分の報告
　上記工事設計内容の一部変更に伴い、契約金額 324 万 4180 円減による請負契約の締結。

―

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦に対する意見の答申
 　上記委員候補者野田口修氏の推薦について、議会に意見を求めるもの。

原案答申
（全員賛成）

発議案
第１号

「公務・公共サービスの拡充を求める意見書」の提出
　行政機関の人員削減が行われないよう関係法律の廃止・撤回、また非常勤職員の安定雇用の
制度整備等を国に要望するもの。

可　決
（全員賛成）

同計画で立派に整備された各公民館
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３月定例会での質疑予算特別委員会での質疑 定例会での質疑

緑区の公園の危険遊具撤去後は、公園整備を
するのか。

新型コロナウイルスの関係で学校が休みであ
るが、放課後子ども教室の状況は。

くろさき荘別館解体工事の予算を繰り越す理
由は。

くろさき荘の冠婚葬祭時の会食を 21件しか
取れていない。営業の努力不足ではないか。

㈱青の国ふだいに普代駅の指定管理をお願い
しているが、中小企業診断士による経営分析
を行っているか。

学官連携推進事業が 2つあるが違いは。

防災用備蓄９０万円の中身は。

防波堤補修工事や小中一貫校建設等にガバメ
ントクラウドファンディング（地方自治体が
資金を募ること）を利用する考えはないか。

長寿祝金を現金で給付しているが、商店街活
性化のため商品券にするのはどうか。

増殖場給餌作業賃金 100万円皆減の理由と、
場所はどこを予定していたのか。

育児祝金の詳細。村内には福祉通信で広報し
ているが、村外にも PRすべきではないか。

道下政策推進室長
新たな遊具設置などの公園整備は、地区と相
談しながら考えたい。

菅野教育次長
夏休み等の長期休業と同じで８時から延長を
含め 19時まで対応している。普段は 15～
20 人程度の利用で、昨日は 10人の利用で
あった。

道下政策推進室長
台風の影響もあるが、別館に通じる道路が狭
く、電柱移転のため不測の日数を要した。

道下政策推進室長
会食や法事等が重なる中で現場も苦慮してい
る。体制を強化し、取り組みたい。

柾屋村長
株主に金融機関も入っており、そういった指
導も受けている。

道下政策推進室長
政策所管の追手門学院大学との共同研究業務
委託料と教育委員会所管の同大学との小学生
体験学習に係るもの。表記は注意したい。

川向総務課長
食料は、５００人分を３日分確保する計画。マ
スクは、台風災害の際に県から支援があり１万
枚ほどある状況。２年度にB&Gへの防災倉庫の
設置を考えている。トイレットペーパーや寒さ
対策としてマット、プライバシーが守られるよ
う仕切り等を購入して避難所の充実を図り、あ
らゆる災害に対応できるよう整備していきたい。

道下政策推進室長
学官連携をしている追手門学院大学から提案
をいただいており、実現性を検討する。

坂下住民福祉課長
100 歳の方に現金５万円を給付している。
検討したい。

太田建設水産課長
角ノ沢地区等、各地区を予定していたが、作
業員を見つけられず、皆減とした。

坂下住民福祉課長
15 名分見込んでいたが、実績 13名と出産
予定１名であり、１名分を減額とする。村内
はもとより、村外への PRも検討したい。

緑区の公園整備について

嵯峨典行  議員

子ども教室の状況について

中上一登  議員

くろさき荘別館の解体について

大上浩史  議員

くろさき荘の営業について

野場義時  議員

青の国の経営分析について

大上智 議員

学官連携推進事業について

古沼和也  委員

防災用備蓄について

大上浩史  委員

ガバメントクラウド
ファンディングについて

中上一登 委員

長寿祝金の商品券化について

金子泰男 委員

増殖場の場所について

大上智  議員

育児祝い金の村外 PR について

正路正敏  議員

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

太田名部のトンネル近くにある増殖場 緑区の公園

子ども教室が行われている社会体育館福祉通信に載った育児祝金の記事

　定例会は議長が進行しますが、予算
特別委員会では大上智議員が委員長と
して進行しました。

大上智
予算特別委員長
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予算特別委員会での質疑

キラウミ駐車場にキャンピングカーで車中泊
するため、スペースを確保できないかという
日本RV協会からの問い合わせへの考え方は。

人間ドック受診助成に対象者及び年齢の制限
はあるか。

森林環境整備基金積立金を今後どのように使
用していくのか。

学校給食の年間残食量と食材の村内商店から
の購入割合は。

普代ダム灌漑用水は農業用に使用しなければ
ならないのか。また、和野山地区の農地開発
事業の土地を工夫して使用できないか。

柾屋村長
どのような設備と台数のスペースが必要か確
認し、今後、観光事業の目玉の１つとしたい。

山田保健センター所長
年齢制限はなく、どなたでも受診可能。

大村農林商工課長
森林所有者への意向調査を行い、採算の取れ
ない森林の管理を村が変わりに行うため、管
理委託経費や作業道への工事費を予定してい
る。

菅野教育次長
残食は、元年度２月末時点で 1371㎏。購入
割合は、30 年度の総支払額で見ると 39％
である。

柾屋村長
農業用優先であるが、多目的利用もできる。
土地の利用については、まだ補助金の返還期
間であり難しい。

キラウミ駐車場について

中上一登  委員

人間ドック受診助成について

正路正敏  委員

森林環境整備基金について

野場義時  委員

学校給食について

森田幸一  委員

和野山地区の農地開発について

金子泰男 委員

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

給食センター

水を貯めるファームポンド

看護・介護・保育職養成奨学資金貸付金３名
分について、貸付金を利用した方が地元で働
くよう呼びかけているか。
坂下住民福祉課長
定期的に面談をしており、できるだけ地元に
戻って働いていただけるよう話していきたい。

養成奨学資金貸付金について

嵯峨典行  委員

問

答

「
普
代
村
に
放
射
性
廃
棄
物
を
持

ち
込
ま
せ
な
い
条
例
（
仮
称
）」

制
定
に
つ
い
て
の
請
願
書

豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会

共
同
代
表　

横
田　

有
平 

氏

採
択
と
し
、
村
に
書
類
送
付

公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を

求
め
る
陳
情
書

岩
手
県
国
家
公
務
関
連
労
働
組
合

共
闘
会
議

議
長　

岩
崎　
　

保 

氏

採
択
と
し
、
国
に
意
見
書
送
付

副
村
長
の
選
任
に
同
意

　

選
任
の
提
案
に
全
員
賛
成
で
同
意

い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
庁
よ
り

竹た
け

花は
な　

強つ
よ

志し 

氏

11/25  第 12 回臨時議会

2/4  第 1 回臨時議会

　審議した案件は、令和元年度一般会計と同国民健康保険診療施設特別会計補
正予算など４議案と報告１件を全員賛成で可決しました。

▽令和元年度一般会計補正予算 ( 第７号 )
　補正額9339万１千円を増額し35億8860万２千円としました。歳出では、
台風第 19号災害による被災者支援として住宅再建支援事業補助金や生活再建
支援金など災害救助費を総額で 5215万円、三陸鉄道の災害復旧事業に係る村
分負担金 2674万３千円をそれぞれ増額しました。

　審議した案件は、令和元年度一般会計と同国民健康保険特別会計補正予算な
ど４議案を全員賛成で可決しました。

▽令和元年度一般会計補正予算（第９号）
　補正額5344万６千円を増額し38億2162万３千円としました。歳出では、
がけ崩れ対策事業 1850万円や堆積土砂排除事業 2330万円など、台風 19号
災害復旧に関わるもののほか、年度末による実績増減が主となります。

請  

願 

・ 

陳  

情

人
　
　
　
事

●9
ふだい議会だより  №151

令和２年４月30日発行
●8

ふだい議会だより  №151

令和２年４月30日発行

気
に
な
る
事
業

気
に
な
る
事
業

予
算
グ
ラ
フ

予
算
グ
ラ
フ

決
ま
っ
た
議
案

決
ま
っ
た
議
案

議
案
質
疑

議
案
質
疑

そ
の
他
・
臨
時
会

そ
の
他
・
臨
時
会

一
般
質
問

一
般
質
問



台風第19号の
復旧対応について

完
了
と
す
る
よ
う
計
画
的
に
進

め
て
い
き
た
い
。

　

沢
山
橋
か
ら
旧
役

場
ま
で
の
地
区
は
降

雨
の
度
に
災
害
を
受
け
て
い

る
。
抜
本
的
解
決
が
必
要
と
思

う
が
、
将
来
設
計
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

土
石
流
防
止
施

設
は
、
上
区
佐
々
木
氏
宅
裏

の
沢
へ
の
砂
防
堰
堤
1
基
を

令
和
4
年
度
末
ま
で
に
、
嵯

峨
氏
宅
前
、
沢
山
川
の
国
道

　

台
風
第
19
号
に
よ

る
災
害
復
旧
事
業
に

つ
い
て
、
復
旧
終
了
予
定
は
い

つ
か
伺
う
。柾

屋
村
長

　

公
共
土
木
災
害
復

旧
工
事
だ
け
で
66
件
、
13
億
円

余
の
査
定
結
果
に
な
っ
て
い

る
。
災
害
復
旧
事
業
、
原
則
と

し
て
発
生
年
を
含
め
て
3
カ
年

以
内
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
県

内
3
市
か
ら
の
応
援
職
員
の
協

力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
期
限
内

暗あ
ん

渠き
ょ

呑の
み

口ぐ
ち

へ
の
土
砂
立
木
流

入
防
止
は
、
普
代
小
屋
瀬
線

沿
い
の
沢
へ
の
治
山
堰
堤
2

カ
所
2
基
を
概
ね
5
年
度
末

ま
で
に
、
旧
役
場
裏
沢
の
治

山
堰
堤
の
機
能
復
旧
を
2
年

度
以
内
に
そ
れ
ぞ
れ
県
に
お

い
て
実
施
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
専
門
家

の
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

課
題
を
1
つ
ず
つ
解
決
し
て

い
き
た
い
。

首
長
の
所
得
に
つ
い
て

　

県
下
首
長
の
所
得

平
均
は
１
０
６
２
万

円
だ
が
、
本
村
は
ワ
ー
ス
ト
3

の
７
１
６
万
円
で
あ
る
。
報
酬

審
議
委
員
会
を
開
い
て
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

柾
屋
村
長

　

昨
年
末
の
産
業
・

経
済
の
歴
史
的
落
ち
込
み
か
ら

立
ち
上
が
れ
な
い
状
況
に
あ

り
、
当
面
現
在
の
報
酬
額
を
維

持
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

考
え
、
報
酬
審
議
会
の
開
催
は

す
ぐ
に
は
行
わ
な
い
。

県や市と連携し復旧に努める
―  柾屋村長

大
上
浩
史

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

「一般質問」

力持の海に向かう道路

旧役場前に堆積した土砂

出張で各地を飛び回る柾屋村長

村政を問う
　3月定例会の一般質問には、5人が登壇し、村の課題など当局の考えを問いました。
　一般質問とは、議員が執行機関である村長などに対し、事務作業の状況や将来の方
針などについて、問いただしたりすることをいいます。村議会では、「一問一答方式」
で行っていますので、1人 60分の制限時間内で質疑を繰り返します。

大
おお

　上
かみ

　浩
ひろ

　史
し

　議員
1. 台風第 19号による復旧対応について

2. 首長の所得について
11㌻

大
おお

　上
かみ

　　　智
さとし

　議員

1. 本村の漁業振興について

2. 第 4次普代村総合発展計画について

3. 村の観光行政について

4. 学校教育について

5. 防災について

（※スペースの都合上、2.3.4 記載省略）

12㌻

古
ふる

　沼
ぬま

　和
かず

　也
や

　議員
1. 三陸沿岸道路の村としての有効活用について

2. くろさき荘の経営方針について
13㌻

金
かね

　子
こ

　泰
やす

　男
お

　議員
1. 住民サービスの更なる向上に向けて

2. ポイ捨てゴミ、空き缶対策について
14㌻

中
なか

　上
がみ

　一
かず

　登
と

　議員
1. 住民が安心するための防災情報発信について

2. 再犯防止推進計画策定について
15㌻

一般質問　5人の議員が登壇
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漁業振興について
三陸沿岸道路の
有効活用について

　

サ
ケ
の
水
揚
げ
不

漁
や
養
殖
ワ
カ
メ
の

大
減
産
の
現
状
に
お
い
て
、
新

養
殖
品
目
を
模
索
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

銀
鮭
や
サ
ク
ラ
マ

ス
な
ど
海
面
養
殖
の
試
験
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
実
施
団
体

か
ら
情
報
提
供
を
い
た
だ
き
、

可
能
性
を
漁
協
と
と
も
に
模
索

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

　

県
の
普
代
川
河
口

閉
鎖
対
策
工
事
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

今
年
の
7
月
末
完

成
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
村
と

漁
協
で
要
望
し
て
い
る
沖
側
へ

の
延
長
工
事
は
、
今
回
の
工
事

の
効
果
を
検
証
し
つ
つ
、
工
事

の
促
進
を
依
頼
し
て
い
く
。

　

堀
内
漁
港
北
側
整

備
部
分
の
活
用
策
は

進
ん
で
い
る
か
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

令
和
2
年
度
に
ウ

ニ
・
ア
ワ
ビ
の
蓄
養
施
設
化
に

向
け
た
測
量
・
調
査
委
託
を
し
、

そ
の
結
果
を
基
に
活
用
検
討
を

行
う
。

　

新
魚
市
場
建
設
に

向
け
て
の
検
討
状
況

を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

令
和
2
年
度
に
基

本
設
計
、
3
年
度
に
実
施
設
計

と
水
産
庁
協
議
、
早
け
れ
ば
4

年
度
内
に
着
工
の
計
画
で
あ

る
。

防
災
に
つ
い
て

　

台
風
第
19
号
被
災

に
よ
り
新
た
な
危
険

箇
所
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
新
た
な
防
災
マ
ッ
プ
・
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
各

戸
に
配
布
す
べ
き
と
思
う
が
見

解
を
伺
う
。柾

屋
村
長

　

土
砂
災
害
は
、
法

律
に
基
づ
く
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
・
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
の
指
定
が

あ
る
。
令
和
2
年
度
に
県
と
行

う
調
査
結
果
に
基
づ
き
指
定
が

さ
れ
る
よ
う
取
り
進
め
る
こ
と

か
ら
、
更
新
可
能
時
期
は
2
年

度
後
半
に
な
る
。
一
方
、
津
波

浸
水
は
国
の
新
た
な
検
証
待
ち

の
状
況
に
あ
り
、
マ
ッ
プ
更
新

時
期
が
未
定
で
あ
る
。
土
砂
・

津
波
・
洪
水
の
全
災
害
を
1
冊

に
ま
と
め
、
3
年
度
末
ご
ろ
に

各
戸
配
布
す
る
よ
う
取
り
進
め

た
い
。

　

砂
防
ダ
ム
建
設

は
、
自
然
環
境
を
守

る
意
味
か
ら
も
オ
ー
プ
ン
型
ダ

ム
を
採
用
し
、
造
成
工
事
を
す

べ
き
だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

オ
ー
プ
ン
型
ダ
ム

は
川
の
土
砂
を
自
然
に
近
い
か

た
ち
で
流
せ
、
魚
の
遡
上
や
河

川
環
境
の
維
持
に
も
効
果
が
あ

る
。
県
と
も
相
談
し
な
が
ら
増

や
し
て
い
く
よ
う
要
請
す
る
。

く
ろ
さ
き
荘
の

経
営
方
針
に
つ
い
て

　

工
事
関
係
者
が
減

る
中
で
今
ま
で
と

違
っ
た
方
策
を
考
え
る
べ
き
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

一
般
観
光
客
の
獲

得
に
向
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
予
約
拡
大
が
で
き
る
よ
う

工
夫
し
つ
つ
、
観
光
関
係
者
一

丸
と
な
っ
て
魅
力
あ
る
体
験
観

光
の
造
成
・
販
売
に
努
め
、
県

内
外
の
高
齢
者
団
体
等
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
し
、
集
客
拡
大
を

　

道
の
駅
の
整
備
完

了
は
い
つ
頃
か
。
ま

た
、
観
光
力
ア
ッ
プ
は
ど
の
よ

う
な
考
え
方
で
進
め
て
い
く
考

え
か
伺
う
。柾

屋
村
長

　

令
和
2
年
度
内
に

国
土
交
通
省
に
よ
る
道
の
駅
登

録
が
さ
れ
る
こ
と
を
目
標
と

し
、
整
備
計
画
等
の
申
請
書
類

の
作
成
を
進
め
て
い
る
。
整
備

要
件
と
し
て
、
主
な
も
の
に
ト

イ
レ
の
増
設
と
駐
車
場
整
備
が

残
っ
て
お
り
、
2
年
度
内
に
完

成
す
る
よ
う
取
り
組
む
。

　

観
光
力
の
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
観
光
客
の
村
内
消
費
が
裾

野
広
く
伸
び
・
増
え
る
こ
と
が

観
光
力
の
ア
ッ
プ
し
た
姿
と
考

え
て
い
る
。

　

先
日
、
村
外
か
ら
70
名
以
上

が
参
加
し
た
ト
レ
イ
ル
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
、
昼
食
に
村
内
の
食

堂
、
宿
泊
に
く
ろ
さ
き
荘
や
民

宿
み
ち
あ
い
を
利
用
し
て
い
た

だ
い
た
。

　

今
後
も
鵜
鳥
神
楽
公
演
や
三

陸
鉄
道
の
利
用
者
に
も
村
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
、
観
光
力

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
い
。

図
り
た
い
。

　

多
岐
に
わ

た
る
職
員
の

事
務
分
担
を
見
直
し
、

く
ろ
さ
き
荘
の
み
を
担

当
す
る
職
員
を
配
置
し

て
運
営
の
み
に
集
中
す

る
こ
と
や
、
料
理
内
容

を
見
直
す
な
ど
斬
新
な

取
り
組
み
を
す
べ
き
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

民
間
色
を
強
め
つ

つ
、
そ
の
下
で
従
業
員
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
体
制
づ
く

り
を
さ
ら
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
。
料
理
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
マ
ン
パ
ワ
ー
面
を
考
慮
す

る
中
で
、
4
月
か
ら
料
理
長
経

験
の
あ
る
方
を
1
名
増
員
し
、

工
夫
を
し
っ
か
り
と
行
う
よ
う

改
め
て
現
場
に
要
請
す
る
。

漁師さんのおかげでおいしい魚を食べれています

漁協と共に模索していく
―  柾屋村長

道の駅を整備し、観光力アップ

� ―  柾屋村長

大
上
　
智

古
沼
和
也

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

くろさき荘の正面玄関

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

「一般質問」「一般質問」

質
問

答
弁

質
問

普代村の養殖ワカメは歯ごたえも味も最高

穴場くろさき展望台、何かに疲れたときはここから海を見てほしい

●13
ふだい議会だより  №151

令和２年４月30日発行
●12

ふだい議会だより  №151

令和２年４月30日発行

気
に
な
る
事
業

気
に
な
る
事
業

予
算
グ
ラ
フ

予
算
グ
ラ
フ

決
ま
っ
た
議
案

決
ま
っ
た
議
案

議
案
質
疑

議
案
質
疑

そ
の
他
・
臨
時
会

そ
の
他
・
臨
時
会

一
般
質
問

一
般
質
問



窓口の時間外開設に
ついて

防災情報発信に
ついて

　

役
場
の
窓
口
は
午

前
8
時
半
か
ら
午
後

5
時
15
分
ま
で
開
か
れ
て
い
る

が
、
共
働
き
家
庭
が
増
え
、
平

日
の
時
間
内
に
行
け
な
い
住
民

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
県
内

の
10
町
村
で
も
延
長
窓
口
を
実

施
し
て
お
り
、
時
間
外
の
窓
口

開
設
を
進
め
る
考
え
が
あ
る
か

伺
う
。

柾
屋
村
長

　

電
話
な
ど
で
予
約

を
い
た
だ
い
た
場
合
、
午
後
7

時
頃
ま
で
は
住
民
票
・
印
鑑
証

明
・
戸
籍
関
係
の
発
行
を
し
て

い
る
。
土
日
、
祝
祭
日
に
も
戸

籍
関
係
以
外
は
同
様
の
対
応
を

し
て
い
る
。

　

予
約
対
応
実
績
は
、
婚
姻
届

や
死
亡
届
は
別
と
し
て
1
年
間

で
10
件
に
満
た
な
い
状
況
で
あ

り
、
時
間
内
に
来
庁
で
き
な
い

方
は
、
電
話
で
予
約
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

ポ
イ
捨
て
ご
み
、
空

き
缶
対
策
に
つ
い
て

　

環
境
美
化
の
推
進

を
進
め
る
た
め
に
も

「
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
」
を
制

定
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

岩
手
県
の
「
環
境

保
全
条
例
」
に
お
い
て
、
ポ
イ

捨
て
の
禁
止
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
本
村
で
も
年
2
回
の
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
を
す
る

な
ど
、
各
市
町
村
で
ポ
イ
捨
て

と
不
法
投
棄
の
防
止
活
動
、
清

掃
運
動
を
実
施
し
て
い
る
。
当

面
は
県
内
で
ポ
イ
捨
て
条
例
を

制
定
し
て
い
る
5
市
町
村
の
条

例
に
よ
る
抑
止
効
果
を
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ご
み
を
不
法
投
棄

し
な
い
よ
う
に
県

道
・
村
道
に
立
て
札
を
立
て
る

こ
と
に
つ
い
て
い
か
が
お
考
え

か
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

潮
風
ト
レ
イ
ル
や

恋
す
る
灯
台
な
ど
の
案
内
に
も

絡
め
、
環
境
・
景
観
保
全
の
Ｐ

Ｒ
と
合
わ
せ
た
看
板
や
の
ぼ
り

旗
な
ど
の
設
置
を
検
討
す
る
。

方
針
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て
お

り
、
今
後
の
進
捗
状
況
の
報
告

も
含
め
、
村
政
懇
談
会
で
説
明

し
た
い
。　

避
難
者
へ
の
対
応

の
中
で
ど
の
よ
う
な

反
省
点
を
把
握
し
、
今
後
ど
の

よ
う
に
改
善
す
る
の
か
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

物
資
の
不
足
に
つ

い
て
、
敷
マ
ッ
ト
90
枚
、
仕
切

り
40
区
画
分
新
た
に
購
入
す
る

予
定
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
保

管
用
に
備
蓄
倉
庫
を
移
設
設
置

す
る
。
食
料
が
配
布
さ
れ
な

　

村
政
懇
談
会
や
消

防
団
の
会
議
で
不
安

や
質
問
、
被
災
者
か
ら
の
要
望

な
ど
様
々
な
意
見
が
出
て
い

る
。
台
風
19
号
被
害
を
受
け
、

防
災
対
策
に
関
す
る
住
民
へ
の

説
明
は
あ
る
の
か
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

来
庁
や
電
話
、
村

政
懇
談
会
の
場
で
意
見
を
い
た

だ
き
、
可
能
な
案
件
は
そ
の
場

で
、
検
討
を
要
す
る
案
件
は
で

き
る
だ
け
早
く
回
答
す
る
よ
う

努
め
て
い
る
。
要
望
な
ど
は
行

政
連
絡
員
を
通
じ
て
取
り
組
み

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
職
員

の
注
意
不
足
の
お
詫
び
を
し
、

し
っ
か
り
確
認
す
る
こ
と
を
徹

底
し
て
い
く
。

再
犯
防
止
推
進
計
画

策
定
に
つ
い
て

　

国
の
犯
罪
は
、
約

3
割
の
再
犯
者
に
よ

り
約
6
割
の
犯
罪
が
行
わ
れ
て

い
る
実
態
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
計
画
策
定
が
進
ん
で
い
な

い
の
が
実
情
で
あ
る
。
県
内
で

は
盛
岡
市
が
策
定
し
、
久
慈
市

が
検
討
中
で
あ
る
。
村
と
し
て

計
画
策
定
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

国
な
ど
か
ら
の
各

種
統
計
数
値
や
好
事
例
な
ど
の

資
料
提
供
を
い
た
だ
く
中
で
、

久
慈
市
の
成
果
、
県
の
推
進
計

画
の
情
報
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
事
務
的
な
勉
強
と
情
報
収

集
・
検
討
を
し
た
い
。

役場 1階窓口災害時に行われた会議

クリーンアップでごみを拾う住民

クリーンアップでの分別作業

役場裏にある防災倉庫。村内のどこに備品を保管している
のか把握しておきたい

実績少なく、現状の対応のままで

� ―  柾屋村長
行政連絡員や村政懇談会を通じて

提供する�―  柾屋村長

金
子
泰
男

中
上
一
登

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

「一般質問」「一般質問」

 

※
再
犯
防
止
計
画
と
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
５
年
間
の

わ
が
国
に
お
け
る
再
犯
防
止

 

計
画
の
指
針
と
な
る
も
の
。えんぞー

えんぞー

村
民
皆
で
村
を

き
れ
い
に
し
よ
う
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〇		村民みんなが愛し、自慢できる普代村の自
然をいつまでも守っていきましょう。

〇		災害復旧工事等により一貫校建設が遅れて
います。早期着工に努力します。

〇		コンビニは、確かに便利な面もありますね。
〇		看護師は立派な目標です。達成できるよう
頑張ってください。

　通学路が狭くトラックが通ると怖いというこ
とですが、今年夏ごろには普代浜の工事が終わ
り、トラックの行き来もなくなりますので、そ
れまでは気を付けて通学してください。
　村には看護・介護・保育職等に条件付きでは
ありますが、給付型の貸付制度があります。こ
の制度を利用するなどして、立派な保育士・介
護士になってください。

●14
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ふだい議会だよりは

スマートフォンでも

ご覧になれます。

未来予想図   Fudai
Ｖ Ｏ Ｉ Ｃ Ｅ

学校とコンビニがほしい！

長
なが

谷
や

　蓮
れん

太
た

さん（14）

人が温かくて優しい！

高
たか

屋
や

敷
しき

 咲
さ

南
な

さん（14）

　普代は海や川など自然がきれいで、季節を楽し

めます。

　村には新しい学校を造ってほしいです。学年の

ロッカー室が古いし、トイレや水道の排水溝が匂

うので、きれいになればいいです。あと、コンビ

ニがあればいろいろ買えていいですね。

　将来は看護師になりたいです。お母さんの夢の

1つでもあったようなので、僕も目指します。

 普代は人が温かくて優しいと思います。それ

は、登下校のときに近所の人が笑顔で「おかえ

り」などと声をかけてくれるからです。でも、

歩道が狭くてトラックが通ると怖いので、もう

少し広くなればいいなと思います。

　将来は、保育士か介護士になりたいです。そ

れは、子どもが好きなのと、ひいおばあちゃん

の手伝いをしたいからです。

　

新
し
い
医
師
と
副
村
長
を
迎

え
、２
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

医
師
の
着
任
は
前
副
村
長
が
成

し
遂
げ
た
大
き
な
成
果
で
あ

り
、
新
し
い
医
師
に
感
謝
と
敬

意
を
払
い
な
が
ら
、
本
村
で
尽

力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
た
め
、
診
療
所
や

う
ね
と
り
荘
、
各
商
店
や
村
民

な
ど
、
多
く
の
苦
労
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
み
な
で
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。�（
古
沼
和
也
）

　

コ
ビ
ッ
ト
19
の
影
響
に
よ
り

村
内
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
中
止
に

な
り
、
学
校
行
事
も
規
模
縮
小

や
延
期
に
な
り
ま
し
た
。
日
本

国
内
で
も
い
つ
終
息
す
る
の
か

分
か
ら
な
い
状
況
で
す
。
幸
い

に
も
岩
手
県
内
で
の
発
生
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
油
断
す
る
こ
と

な
く
不
要
不
急
の
外
出
を
避

け
、
も
う
し
ば
ら
く
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ

う
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ

い
。�

（
正
路
正
敏
）

あ
と
が
き

広報委員からの返信

今回の「議会だより」は、いかがでしたか。皆さんの声をお待ちしています。一緒に考えよう　この村のカタチ。

大上広報委員 嵯峨広報委員長


